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修士論文要旨
【問題と目的】
　対人コミュニケーションのうち非言語的コミュニケー
ションは，コントロールが難しくあまり意識せず用いられ
るため，その人の気持ちや考えが表れやすく，自分では気
づかずに初期印象に相応したコミュニケーション行動をと
り，それを受け取った者はそのコミュニケーション行動に
相応した印象を形成しその印象に相応したコミュニケー
ション行動をとることとなり，結果的に初期印象と合致し
た印象につながるコミュニケーションが展開される（廣岡・
横矢,2003）。しかし対人不安が高い者は対人場面において
否定的な解釈をしがちであり（Clark & Wells, 1995），相
手から否定的印象を抱かれ否定的コミュニケーション行動
を受けやすいことが推察され，相手との関係形成や維持，発
展に影響を与える可能性について懸念される。先行研究か
ら，男性に比べ女性はより対人不安に関し困難さを抱えて
いると考えられ，本研究では女性の対人不安高群に着目し，
１）対人不安高群の相手に対する初期印象と初対面場面全
体を通して形成された印象を明らかにすること，２）対人
不安高群の実際のコミュニケーションを文字化し印象の観
点から内容について検討することを目的とした。
【方法】
１．予備調査　調査対象者：関東私立大学の学生235名（平
均年齢20.25歳，SD1.98）。質問紙Ⅰ:フェイスシート，対
人不安尺度（日本語版SADS;Social Avoidance and 
Distress Scale）（石川・佐々木・福井,1992）。各対象者
の合計得点の平均値は72.13，SDは11.63。正規性が認めら
れたため（p（=.20）>.05），平均値＋1/2SDの値（77.95）
よりカットオフ得点を78点に設定。得点の平均値78点以上
/未満で，対人不安高群/非対人不安高群にスクリーニング。
２．実験調査 実験参加者：対人不安高群女性（以下，高
群）・非対人不安高群の男性（非高群①）・女性（非高群②）
に該当した各３名。質問紙Ⅱ：フェイスシート，印象評定
尺度（川名,1986）。「知的・道徳的魅力」，「感情的・社会
的魅力」の２因子（川名,1989）。７件法にて回答を求め，
採点時には＋３～－３に値を変換して採点。手続き：教室
を２つ使用（実験室［ビデオカメラ設置］，控室）。１group
の構成は高群１名×非高群①１名×非高群②１名，計３
groupに実施。手順は大きく１）高群と非高群①との会話，
２）高群と非高群②との会話，３）高群による非高群①②
の印象評定，４）ディブリーフィングの４つ。※group ２
では１）２）の順は逆。３）より，各groupにおいて非高
群①②に対する初期印象，初対面場面を通しての（コミュ
ニケーション後の）印象の印象得点（平均値）を因子ごと
に算出。１）２）のデータは宇佐美（2011）の「改訂版：
基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for 
Japanese:BTSJ）」を参考に会話の文字化を行い検討。
【結果と考察】
　以下にgroup １の３）の結果の一部を示した（Figure1）。
　また１），及び実験終了後のAさんへの口頭によるBさん
の印象に対する語りより，初期印象では「まじめそう」「とっ
つきにくそう」と感じたが，Bさんの祖母についてのエピ
ソードでの祖母の呼び方・声色より感じた優しさから，コ
ミュニケーション後には「優しい」等の評価が加わったこ
とが明らかとなった。このことから，Aさんの場合，感情
的・社会的魅力において，初期印象はコミュニケーション
に伴い修正されやすく，相手の話す内容に意外性や優しさ
を感じたり，共感できたりした場合，評価がポジティブな
方向に動きやすい可能性があると考えられる。全体を通し，
初期印象はコミュニケーションを通して変容する結果と
なった。初期印象での評価に，①コミュニケーションで得
られた新たな情報に基づく評価が追加されポジティブ/ネ
ガティブな方向に重みづけされた可能性，②新たな情報に
より初期印象の評価そのものが変容した可能性が考えられ
る。しかしながら，本研究では単一事例の検討を行ってお
り，また得られたデータに対し分析が不十分といえ，上記
の検証と併せ今後も検討が求められる。
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Figure1.　Aさん（高群）の非高群①（Bさん）に対する印象得点
